
医療ルネサンス M8697嘔 不安との付き合い方 号〕ィ
一に
よ

っ
て
、
病
院
の
受
診
、
　

化
の
傾
向
が
う
か
が
え
る
の
が
一一熙
ゞ

し

」
弩
塾

良

津

人
と
交
流
す
る
際
、
過
度
な

恐
怖
や
不
安
を
感
じ
、
日
常
生

活
に
も
支
障
が
出
る

「
社
交
不

安
症
」
。
休
職
や
離
職
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く

な
い
「
社
内
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ

ョ

ン
や
定
期
報
告
な
ど
、
会
議
で

内
容
が
決
ま

っ
て
い
る
場
合
は

問
題
な
い
が
、
予
想
外
の
質
問

が
飛
ん
で
く
る
と
、
体
が
硬
直

し
て
し
ま
う
―
―
。

関
西
地
方
に
住
む
５０
代
の
男

性
は
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ

エ
ア

と
し
て
働
い
て
い
た
当
時
を
振

り
返
る
。
３０
代
半
ば
で
退
職
し
、

そ
の
後
、
１０
年
近
く
無
職
だ

っ

た
。
転
職
活
動
も
思
う
よ
う
に

い
か
ず
、
短
期
の
ア
ル
バ
イ
ト

く
ら
い
し
か
で
き
な
い
状
態
が

続
い
た

・。‘
心
配
し
た
家
族
か
ら

提
案
さ
れ
、
心
療
内
科

・
精
神

科
を
掲
げ
る
稲
田
ク
リ

ニ
ッ
ク

（
大
阪
府
高
槻
市
）
に
通
い
始

め
た
。

こ
の
タ
リ

ニ
ッ
ク
は
、
通
院

中
の
患
者
向
け
に
復

職
支
援
連
携
室
を
設

け

て
い
る
。
公
認
心

´

理
師
や
精
神
保
健
福

祉
士
な
ど
の
専
門
家

が
連
携
し
、

仕
事
復

帰
を
目
指
す

「
リ
ワ

―
ク
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し

て
い
る
。

男
性
も
外
来
診
療
と
並
行
し

て
、
再
就
職
支
援
を
受
け
始
め

た
。
計
算
や
新
聞

。
雑
誌
の
要

約
、
写
経
な
ど
の
ほ
か
、
自
分

の
不
安
の
癖
や
考
え
方
の
癖
を

見
直
す

「
認
知
行
動
療
法
」
な

ど
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
。
頼

ま
れ
た
仕
事
を
断
る
場
合
な
ど

に
適
切
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ

ン
を
学
ん
だ
り
、
複
数
人
で
合

意
形
成
し
な
が
ら
意
見
を

下
つ

に
ま
と
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取

り
組
ん
だ
り
し
た
。

期
間
申
は
週
５
日
、
午
前
か

午
後
の
半
日
通
院
し
た
。
規
則

正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

こ
と
は
、
就
労

へ
の
土
台
づ
く

り
と
し
て
も
重
要
で
、
離
職
中

だ

っ
た
男
性
も

「決
ま

っ
た
時

間
に
決
ま

っ
た
場
所

へ
通
う
こ

と
が
心
地
よ
か

っ
た
」
と
振
り

返
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

約
■
か
月
に
わ
た
り
復
職
に

向
け
た
通
院
を
続
け
、
３
年
半

ほ
ど
前
、
ビ
ル
の
設
備
管
理
会

社
に
採
用
が
決
ま

っ
た
。
電
気

や
水
道
、
空
調
の
管
理
を
担
う

仕
事
を
し
て
い
る
。

当
初
は
未
経
験
の
業
種
で
不

安
は
あ

っ
た
。
テ
ナ
ン
ト
の
従

業
員
や
出
入
り
業
者
と
の
や
り

取
り
も
必
要
で
、
思

っ
て
い
た

以
上
に
人
と
接
す
る
機
会
が
多

い
職
場
で
も
あ

っ
た
が
、

「
ま

あ
大
丈
夫
」
と
話
し
、
仕
事
を

続
け
ら
れ
て
い
る
。

男
性
は
就
職
活
動
中
、
自
身

が
社
交
不
安
症
で
あ
る
こ
と
は

面
接
時
な
ど
に
伝
え
ず
、
採
用

対
人
恐
怖

復
職
支
援
へ
連
携

患者の仕事復帰に

向けた状況な どを
スタ ッフ と情報共

有 す る 平 川 さ ん

(中央 )ら (大阪
府高槻市で )

韓
・轟
７
羊
・pざ夕
筵之

て
礎
概靭
略

ｕ
　
　
　
抽
議
で
ィ
チ
ロ
ー
さ
″
菫
暉

・
サ
イ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
ー

さ
れ
た
後
も
、
現
場
の
上
司
に
　
刊

さ
え
も
話
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
　
外

周
り
の
人
が
自
分
の
病
気
の
こ

　

，
ド

と
を
知
ら
な
く
て
も
働
け
て
い
　
Ｉ

る
こ
と
が
、
自
信
に
も

つ
な
が
　
日

っ
て
い
る
と
い
う
。
　
　
　
　
　
イ

稲
田
ク
リ

ニ
ッ
ク
復
職
支
援
　
Ｈ

連
携
室
室
長
で
、
公
認
心
理
師
　

詢ヽ

の
平
川
沙
織
さ
ん
は

「
リ
ワ
ー
　
。「

ク
は
就

・
労
の
た
め
の
ト
レ
Ｆ

エ
　
ン

ン
グ
で
社
会
復
帰
に
向
け
た
準
　
イ

備
が
で
き
る
。
対
人
関
係
に
不
　
報

安
を
感
じ
る
社
交
不
安
症
の
人
　
離

は
特
に
、
仕
事
や
通
院
で
人
と
　
健

関
わ
り
続
け
る
こ
と
が
、
継
続

、
療

的
な
治
療
の

一
環
に
も
な
る
」
　

医

と
話
し
て
い
る
。

警材料 2人分
絹厚揚げ (小 )1枚 (150g)/ロ ー
ス′ヽム 2～ 3枚 (40g)/シ メジ%パ
ック/タマネギ %個 /ジ ャガイモ (大 )
1個/チキ ンコンソメ%個/牛乳 1カ
ップ/ピザ用チーズ 40g
警作 り方

1。 厚揚げは熱湯 をかけ、厚み を半分 に

切 って幅 5 mmに切 るOハムは半分 に
切 り、更 に幅 lmに 切 る。シメジは
ほぐす。

2。 タマネギは薄切 りにする。ジ ャガイ
モは 3皿角の棒状 に切 ってさ っと洗
い、水気 を切 る。

3。 フ ライ パ ンに油 大 さ じ 1と %を 熱
し、 (2)を 加えて炒め、蓋 をして
ジ ャガイモが透 き通 るまで蒸 し焼き

(https:l/www.yomiuri.co.jp/yomidr/) T

にする。

4.小麦 粉 大 さ じ 2を ふ って さ っと炒
め、水 %カ ップ、塩、 コシ ョウ各少
々、崩 した コンソメ、 し ょうゆ小 さ

じ%を 加 え て混 ぜ なが ら煮 立 て 、
(1)、 牛乳 を混ぜて煮 る。

5。 グ ラタン皿 に移 してチーズ をふ り、

オ ー プ ン トー ス ター で 5～ 7分焼
く。          全車力量

S ゛ 瘍 ≦ ■  ‐ ‐ 1‐  ヾ  Ю S 2 S S S 辟 厖  過 去 の レ シ ピ

だきようの     厚揚げとハムの和風グラタン
羹ひ 遣r』重_  時間の目安 20分/熱量 44kca1/塩分 1.8g(1人分 )

５０
代
の
パ
■
卜
女
性
。
７０
代
　
補
聴
器
の
装
用
を
何
度
も
勧
め

後
半
の
父
の
聴
力
が
低
下
し
て
　
ま
し
た
が
、
父
は

「
ち

ゃ
ん
と

き
ま
し
た
。
現
役
時
代
、
　
　
　
　
　
聞
こ
え
て
い
る
か
ら
問
題

騒
音
の
多
い
環
境
で
長
年
　
　
　
・
　

な
い
。
年
寄
り
く
さ
く
見

働

い
た

影
響

の
よ
う

で
　

　

　

　

え
る
か
ら
嫌
だ
」
と
強
く
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